
等
、
計
画
に
沿
っ
て
目
的
が

達
成
さ
れ
た
も
の
と
評
価
す

る
。

　

一
方
で
、
財
政
運
営
上
の

懸
念
と
し
て
は
、
実
質
単
年

度
収
支
が
前
年
度
同
様
に
赤

字
と
な
っ
て
お
り
、
財
政
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
額
が
12

億
４
千
万
円
に
上
り
、
資
金

の
流
れ
が
不
安
定
に
推
移
し

た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

今
後
は
、
市
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
下
、
財
政
調
整

基
金
の
適
切
な
活
用
を
含
め
、

さ
ら
な
る
市
政
発
展
に
取
り

組
ま
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望

し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　　

令
和
６
年
度
は
諸
物
価
高

騰
が
続
く
中
、
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
が
深
刻
化
し
、

空
き
家
や
単
身
高
齢
世
帯
の

増
加
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
歳

入
に
つ
い
て
は
、
市
税
や
使

用
料
な
ど
の
自
主
財
源
の
占

め
る
割
合
が
53
・
４
％
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
５
億
８

８
２
０
万
２
千
円
増
加
し
た
。

　

一
方
、
国
庫
支
出
金
や
市

債
な
ど
の
依
存
財
源
は
、
歳

入
総
額
に
占
め
る
割
合
が
46

・
６
％
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
23
億
９
６
８
万
９
千
円

増
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果

え
る
。

　

重
点
施
策
で
は
、
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
に

よ
り
市
民
の
利
便
性
向
上
に

寄
与
し
て
い
る
一
方
、
高
齢

者
や
デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
支

援
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
施
策
に
つ

い
て
は
、
支
援
体
制
の
強
化

が
進
展
し
た
点
を
、
社
会
基

盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に

直
結
す
る
施
策
の
実
行
を
評

価
す
る
。
地
域
経
済
・
産
業

振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域
経

済
の
活
性
化
と
交
流
人
口
の

拡
大
に
一
定
の
成
果
が
見
ら

れ
た
。
行
政
経
営
の
効
率
化

・
高
度
化
に
関
し
て
は
職
員

の
人
材
育
成
等
、
さ
ら
に
柔

軟
で
効
率
的
な
組
織
運
営
が

必
要
と
強
く
感
じ
る
。

　

人
口
減
少
や
、
少
子
高
齢

化
と
い
っ
た
構
造
的
課
題
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
中
長

期
的
な
財
政
運
営
の
見
通
し

と
、
計
画
性
が
一
層
重
要
と

な
る
。
次
年
度
予
算
編
成
で

は
、
決
算
審
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
成
果
と
課
題
を
反
映

さ
せ
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
着
実
な
推
進
を
強
く
要

望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

令
和
６
年
度
決
算
に
お
い

て
、
ハ
ー
ド
面
で
は
秦
野
市

・
伊
勢
原
市
共
同
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
や
こ
ど
も
み
ら
い

プ
ラ
ザ
、
都
市
計
画
道
路
田

中
笠
窪
線
等
の
整
備
、
ソ
フ

ト
面
で
は
、
習
慣
化
ア
プ
リ

行
動
変
容
支
援
事
業
、
行
政

　

市
の
予
算
全
体
を
見
る
と
、

小
田
急
総
合
車
両
所
移
転
に

伴
う
都
市
計
画
道
路
田
中
笠

窪
線
の
延
伸
な
ど
、
多
額
の

大
型
開
発
に
財
源
が
配
分
さ

れ
た
年
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
職
員
の
時
間
外
勤

務
の
増
加
等
、
多
額
の
予
算

を
投
じ
て
行
っ
て
い
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
や
業
務
の
効
率
化
で
は
、

問
題
の
改
善
が
で
き
て
お
ら

ず
、
人
員
増
や
人
材
育
成
の

改
善
が
必
要
と
考
え
る
。

　

国
保
で
は
税
率
改
定
に
よ

る
負
担
増
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

負
担
増
な
ど
、
市
民
生
活
は

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
環
境
に

つ
い
て
も
、
児
童
館
機
能
は

今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
改

め
て
居
場
所
と
し
て
整
備
し
、

気
軽
に
い
つ
で
も
子
ど
も
た

ち
が
休
息
や
遊
び
、
集
え
る

場
所
と
な
る
よ
う
機
能
強
化

が
必
要
と
考
え
る
。

　

教
育
費
は
、
他
市
で
は
当

た
り
前
に
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
整
備
さ
れ
る
目
処
が

立
っ
て
い
な
い
。
教
職
員
の

多
忙
化
改
善
、
教
育
環
境
の

改
善
は
急
務
で
あ
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
会
計
に

つ
い
て
は
、
使
用
料
の
引
き

上
げ
に
よ
り
市
民
負
担
は
増

え
、
さ
ら
に
未
処
分
利
益
剰

余
金
に
つ
い
て
は
、
計
画
値

よ
り
上
回
る
状
況
で
あ
る
。

　

物
価
高
騰
と
厳
し
い
市
民

の
暮
ら
し
の
下
で
、
不
十
分

な
子
育
て
・
教
育
・
福
祉
予

算
、
市
民
負
担
が
目
白
押
し

で
、
時
代
遅
れ
の
大
型
開
発

優
先
、
市
民
目
線
で
の
政
策

判
断
が
で
き
て
い
な
い
こ
れ

ら
の
決
算
に
対
し
、
反
対
討

論
と
す
る
。

　

令
和
６
年
度
は
、
桜
台
小

学
校
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

ユ
ニ
ッ
ト
等
の
整
備
、
避
難

所
の
衛
生
環
境
向
上
に
努
め

た
こ
と
や
、
妊
産
婦
健
康
診

査
等
の
費
用
の
一
部
助
成
に

加
え
、
多
胎
妊
婦
健
康
診
査

の
費
用
助
成
を
開
始
し
て
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
10
月
か
ら
は
小
児

医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を

18
歳
ま
で
拡
大
し
、
子
育
て

支
援
の
一
層
の
充
実
を
図
る

か
ら
、
自
主
財
源
の
金
額
ベ

ー
ス
で
は
増
加
し
た
も
の
の
、

依
存
財
源
に
ま
だ
依
存
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
普
通

建
設
事
業
費
等
の
投
資
的
経

費
が
金
額
ベ
ー
ス
と
構
成
比

で
上
昇
し
た
こ
と
は
高
く
評

価
す
る
。

　

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

は
、
災
害
等
、
有
事
の
際
の

財
源
に
充
て
る
大
変
重
要
な

基
金
で
あ
る
た
め
、
財
政
調

整
基
金
の
積
み
増
し
を
強
く

要
望
す
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
や

長
引
く
諸
物
価
の
高
騰
な
ど
、

大
変
厳
し
い
世
情
の
中
で
さ

ら
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進

し
な
が
ら
の
行
政
運
営
で
あ

る
た
め
、
よ
り
一
層
の
市
民

福
祉
の
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
に
期
待
し
、
賛
成
討
論

と
す
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
や
、

市
税
収
納
率
の
向
上
と
い
っ

た
歳
入
確
保
の
取
り
組
み
に

一
定
の
改
善
が
見
ら
れ
た
一

方
、
市
民
が
他
の
自
治
体
に

ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
こ

と
に
よ
る
流
出
額
と
の
差
は
、

年
々
赤
字
幅
が
拡
大
し
て
い

る
。
そ
の
不
利
益
は
、
他
の

市
民
に
も
間
接
的
に
及
ん
で

お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
の
恐
れ
が
あ
る
。
今
後
は
、

行
政
経
営
上
の
重
要
課
題
と

し
て
位
置
付
け
、
地
域
へ
の

愛
着
心
や
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
の
醸
成
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
考

手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化
推
進
、

小
児
医
療
費
助
成
の
18
歳
ま

で
拡
大
等
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

に
取
り
組
み
、
一
定
程
度
成

果
を
上
げ
た
こ
と
は
評
価
す

る
。

　

伊
勢
原
駅
北
口
・
伊
勢
原

大
山
イ
ン
タ
ー
周
辺
、
小
田

急
総
合
車
両
所
関
連
と
、
大

き
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
こ

れ
か
ら
で
あ
る
。
本
市
の
財

政
状
況
が
厳
し
い
中
、
材
料

費
・
人
件
費
は
高
騰
し
、
計

画
ど
お
り
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

が
進
ん
で
い
く
の
か
、
今
後

10
年
く
ら
い
は
大
変
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
く
と
考
え
る
。

　

本
市
に
は
、
自
然
・
歴
史

・
医
療
環
境
な
ど
、
近
隣
他

市
に
負
け
な
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
５
年
、

10
年
、
20
年
後
を
ど
の
よ
う

に
本
市
の
税
収
増
に
つ
な
げ

て
い
く
の
か
。

　

魅
力
あ
る
市
制
の
実
現
が

必
ず
本
市
の
税
収
増
に
結
び

つ
け
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

本
市
が
持
つ
優
位
性
を
最
大

限
に
生
か
し
つ
つ
、
今
回
の

決
算
を
十
分
に
精
査
し
、
市

民
を
巻
き
込
ん
だ
市
民
目
線

の
政
策
を
立
案
し
、
実
行
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
期
待
し
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

　

本
決
算
に
お
い
て
、
市
が

抱
え
る
構
造
的
な
３
つ
の
課

題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

第
１
に
「
歳
入
不
足
」
に
つ

い
て
、
市
は
厳
し
い
財
政
状

況
を
訴
え
る
一
方
、
そ
の
場

し
の
ぎ
の
対
応
に
追
わ
れ
、

将
来
へ
の
備
え
を
損
な
う
結

果
と
な
っ
た
。
第
２
に
「
人

手
不
足
」
に
つ
い
て
、
職
員

の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
行

政
運
営
と
い
う
危
険
な
実
態

を
露
呈
さ
せ
た
。第
３
に「
多

額
の
不
用
額
」に
つ
い
て
、予

算
現
額
の
９
・
２
％
に
あ
た

る
不
用
額
は
健
全
な
財
政
運

営
の
結
果
で
は
な
い
。
こ
れ

は
市
民
に
約
束
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
な
か
っ
た
証

し
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
課
題
の

一
方
で
評
価
す
べ
き
点
も
あ

っ
た
。
歳
入
総
額
を
前
年
度

比
７
・
６
％
増
確
保
し
た
こ

と
は
市
の
着
実
な
努
力
の
成

果
で
あ
る
。
伊
勢
原
大
山
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
や
伊

勢
原
駅
北
口
の
再
開
発
事
業

を
推
進
し
、
将
来
の
税
収
基

盤
強
化
へ
と
つ
な
げ
て
い
る

点
は
高
く
評
価
す
る
。
市
税

徴
収
率
が
県
内
で
も
高
い
水

準
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
や
、

市
債
発
行
額
を
計
画
的
に
抑

制
し
て
い
る
こ
と
は
市
の
財

政
規
律
を
示
し
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
決
算
は
前
市

長
体
制
下
の
も
の
で
あ
り
、

萩
原
市
長
は
こ
れ
ら
の
構
造

的
問
題
に
向
き
合
い
、
改
革

へ
の
強
い
決
意
を
明
確
に
示

さ
れ
た
。
我
々
も
そ
の
進
捗

を
厳
し
く
注
視
し
て
い
き
、

令
和
６
年
度
決
算
が
新
た
な

市
の
第
一
歩
と
な
る
こ
と
を

強
く
期
待
し
、
賛
成
討
論
と

す
る
。

３　第221号 令和７年（2025年）11月１日い せ は ら 議 会 だ よ り

日
本
共
産
党

　
　
　

川
添　

康
大

公
明
党
い
せ
は
ら

　
　

今
野　

康
敏

反　

対

賛　

成

賛　

成

い
せ
は
ら
為
成
会

　
　

越
水　

崇
史

こ
こ
で
の
討
論
と
は
、

本
会
議
に
お
い
て
、
採

決
の
前
に
、
議
題
と
な

っ
て
い
る
案
件
に
対

し
、
賛
成
か
反
対
か
、

自
己
の
意
見
を
表
明
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

　

　

進　

風　

会

　
　

山
田　

昌
紀

い
せ
は
ら
未
来
会
議

　
　

森
尾　

武
史

９
月
定
例
会
で
は
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
・
公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
採

決
前
に
、
６
人
の
議
員
が
会
派
を
代
表
し
て
反

対
・
賛
成
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

志
政
会

　
　

小
沼　

富
夫

令和６年度各会計決算総括表

会　　　　　計

一 　 般 　 会 　 計

決算額 対前年度
伸率（％）

58億3,428万2,823円

384億6,064万6,882円

17億9,417万3,360円

82億6,001万8,216円

1億2,152万6,815円

194億2,947万6,996円

－8.2％

6.3％

12.8％

2.3％

－0.1％

0.5％

公共下水道事業会計

後期高齢者医療事業

介　護　保　険　事　業

用　地　取　得　事　業

特 　 別 　 会 　 計

92億5,375万8,605円 －3.0％国 民 健 康 保 険 事 業


